
今回は、技術者倫理が問われる事例として、一級建築士による耐震強度偽装問題を
考え、そこから倫理違反がどのような問題を引き起こすことになるのかを学びたいと思
います。
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ここに、掲載しているのは、企業が過去、リスク隠蔽をして、後に発覚して大きな社会
問題となった事例をあげています。

ここに、示しているように、建築に関係するものも沢山あります。

特に、赤で示している構造計算書偽装問題は、社会に非常に大きな衝撃を与え、一級
建築士に対する信頼を失墜させる事件でした。
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これは、リスクマネジメントと言われる学問分野で言われていることを示しています。

日本では、失敗は隠蔽するものだという体質がありますが、欧米では、失敗は学ぶも
のだという考え方があります。要するに、人間は、失敗するものだという前提があるわ
けですね。

どうも、東洋では、儒教の影響なのか、失敗は恥ずかしいものだと捉える傾向がありま
すが、欧米では、失敗そのものより、失敗を隠してしまうことの方が恥ずかしいと考える
わけです。

ですから、欧米社会では、不良品には寛容で、すぐに交換に応じてくれますが、日本で
は、なかなか交換に応じませんよね。この辺は、文化の違いもあり、一概にどちらが良
いとも言えませんが、ことリスク隠蔽に関しては、日本人は欧米社会から大いに学ぶ必
要があると思います。
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技術というのは、失敗の積み上げによって培われていくものだということです。

ですから、技術力を高めて行くためには、失敗の経験をいかに次に生かしていくかが
大事なのです。要するに、ノウハウの蓄積ですね。
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そして、これは、失敗を生かす組織と、そうでない組織の対比を表しています。

この辺は、君たちが将来、自分が働く企業の選択にも関わってくることなので、よく頭に
入れておいてください。
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今回は、このレポート課題にしたがって、レポートを作成してください。

以上で、第１０回目の授業を終了します。
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